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 [ 横浜市陶芸センター ] 

平成２８年度業務報告及び収支決算 

[ シンリュウ株式会社 ]

＊文中の事業欄において、       ●：主催事業  ○：共催事業 

＊文中の達成指標、達成状況欄において、□：定量的指標 ■：定性的指標 

１ 施設の概要 

施 設 名 横浜市陶芸センター 

所 在 地 横浜市中区本牧三之谷５９－３ 

構造・規模 木造平屋建て及び登り窯１棟(別棟) 

敷地・延床面積 延床面積 396 ㎡、 登り窯延床面積 ６０㎡ 

開 館 日 平成５年８月 

２ 指定管理者 

法 人 名 シンリュウ 株式会社

所 在 地 埼玉県朝霞市上内間木５１４－２ 

代 表 者 小澤 忠 

設立年月日 平成２年４月２６日 

指 定 期 間 平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日 

３ 指定管理に係る業務総括 

（１） 基本的な方針の総括

【指定管理中の使命】 

横浜市陶芸センターの使命は、横浜市における作陶活動の拠点施設として、広く市民が陶芸に親し

む機会を提供するとともに、市民の作陶技術向上の支援を行うことにより、陶芸の普及を図ること

であり加えて、陶芸を通じて市民文化の振興及び文化芸術が持つ創造性を活かした魅力あるまちづ

くりに寄与することであります。この使命を達成するため、以下五つの方針のもと運営を行いまし

た。 

①陶芸の普及と市民の作陶技術向上を支援する

１日体験教室、親子陶芸教室、手びねり教室、電動ロクロ教室、自由作陶教室を開講し、陶芸の普

及と市民の作陶技術向上を支援する取組を進めました。 

②市民の主体的な作陶活動を支援する。

電動ロクロ水挽き徹底教室、絵付け教室、特定のやきもの作り教室、招待作家講座、大物焼成講座

を開講し、市民の主体的な作陶活動を支援しました。 

③市内の公益的作陶活動を支援する。

陶芸指導者研修講座、随時開催される団体教室を開講し、市民の公益的作陶活動を支援するよう努

めました。 
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④陶芸と市民とを結びつける場とする。 

陶芸と市民を結びつける場として、陶芸祭での手びねり・楽焼絵付け体験、電動ロクロ体験、横浜

アマチュア陶芸展入選作品展とセンター利用者の作陶展の開催、各種メディアを活用した情報の発

信などに努めました。 

⑤施設の管理及び市民の円滑な施設利用の促進。 

耐震工事期間と並行して各種設備の修繕やメンテナンス、天井の除塵、窯業機械設備等の入替え等

作陶環境の改善に取り組み、講座再開に向けて準備を進め、作陶環境の改善に努めました。 

 

【業務取組みの基本的な考え方】 

①利用者へのサービスを、もっと向上する。 

施設利用者からのアンケ－トや要望、各スタッフからの提言などを考慮しながら利用者がより使い

やすい作陶環境づくりに取り組みました。 

②陶芸知識の基地化を、もっと推進する。 

陶芸ライブラリーには新図書を追加し、利用者、来館者を問わず利用できる貸し出し制度を引き続

き整備しました。また、新規講座、招待作家講座などの開講により初心者、施設利用者、スタッフ

が陶芸技法の知識を共有できる様、ディスカッションによる知識の共有、伝達拡散に努めました。 

③地域にもっと開放する。 

陶芸祭での町内商店会・三渓園・横浜緑の協会との共催企画や、開館時間中の見学者への説明、電

話やホームページからの陶芸に関する質問・相談に対応し、開かれた陶芸施設作りを推進しました。 

④環境を、もっと意識する。 

本牧市民公園の中に位置し、三渓園が隣接する静かな環境の中での作陶活動をより多くの人に紹介

するために、建物と登り窯の映像をホームページにアップし、新規利用者の拡大に努めました。 

  

（２）28 年度の業務の方針及び達成目標の総括 

【全体業務についての総括】 

 ・平成 28 年度は耐震工事に伴う休館により８ヶ月間のみの開館となり、予定自主事業 14 講座と貸

室利用は４ヶ月間中止となりましたが、新規の季節の飾り物講座２回と、開講を望まれていた小山

耕一氏の招待作家講座１回は開講することができました。招待作家講座に於いては、講座受講者、

センター講師、スタッフがルーシー・リーの陶芸技法に触れることができ興味の尽きない講座とな

りました。新規の季節の飾り物一日体験講座は、器以外の作陶に興味のある初心者のための陶芸入

門講座として、他の初級講座受講への興味を喚起しました。Ｈ28 年度の初級中級講座は今までのよ

うに多種釉薬を使用する作品を制作するだけではなく、『器の用途に合わせたかたち』や、素材の

バリエーションを増やすような講座を心がけました。また、１日体験や親子陶芸教室では小中高生

向けに、手びねりや電動ロクロでの作陶の映像を講座教室で講座待ち時間に上映し作陶活動への興

味を喚起するよう努めました。また、小中高生向け作陶イラストガイダンスなども配布しました。

耐震工事期間を利用し、例年の懸案である『不足している収納・作陶スペース』を確保するために

釉薬の保管スペースと小道具の保管ロッカーの移動、作陶台の修理と作陶スペースの拡張、備品倉

庫の整理と館内外の収納スペースのレイアウトを変更しました。また、設備の経年劣化に備え窯業

設備の毎月機能点検と電気設備の点検を適時行いました。 
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①事業の総括 

 ・体験型教室は電動ロクロ１日体験講座を昨年から引き続き開講し、使用する釉薬をﾁﾀﾝ失透釉

からカフェブラウン釉に変更し、バリエーションを増やしました。また、新規に季節の飾り物

一日体験教室を開講し継続受講希望者も多数ありました。基礎教室は作品の数量だけではなく、

多様な器にチャレンジする講座となりました。専門技能教室での特定のやきもの教室では、人

気が高いサヤ鉢炭化焼成と練り込み技法講座を復活させましたが、企画のマンネリ化もあり受

講者数の減少もみられました。公益的作陶支援教室のなかの指導者研修講座と団体教室は募集

に対しての参加者が年々減少傾向にあり課題を残すこととなりました。 

 ・本牧市民公園・三渓園・近隣地区町内会との連携により陶芸祭及び本牧公園秋祭りを共催し

ました。また、『全国公募横浜アマチュア陶芸展』も同時開催し、今回の公募テーマは『暮らし

のうつわ』部門と新たに『生命力（いきもの）』をテーマに変更し、やきもので生命力を表現し

てもらい、入賞作品は全国展開の陶芸専門雑誌に掲載発表しました。陶芸祭のバザーでは例年

センター主導でのお任せバザーでしたが、センター利用者自主グループに積極的に参加しても

らい、ブースも５グループ出品し盛況の内に閉幕しました。 

②運営の総括 

 ・耐震工事期間が 115 日間ありましたが、年間 241 日間開館し、利用促進に努めました。 

 ・貸室及び自主事業の利用者数は、耐震工事の為昨年度目標である 19,000 人は達成できませんで

したが、合わせて 11,277 人となり前年比 61％となりました。 

 ・今年度は隔年開催の『全国公募横浜アマチュア陶芸展』が開催され応募総数 140 人、作品数 175

点の応募がありました。前回に比べると応募作品数は 30％減となりこれからの課題となりまし

た。 

  陶芸祭の４日間入場者数は延べ 1,729 人で、陶芸センター利用者の自主グループによるバザーと

アマチュア陶芸展作品展示、利用者の作品展が好評でした。毎年 11 月開催の陶芸祭は地域の恒

例の行事として近隣地域に定着しています。また、陶芸祭、陶芸センター受講ガイダンス、実演

映像等をＤＶＤ化し、ホームページにアップし知名度と陶芸知識の拡散と拡大に努めました。小

山耕一先生の『ルーシー・リーの技法』がテーマの招待作家講座は、横浜市在住以外の申込みや、

問い合わせも多数あり人気の高い講座となり、抽選による受講となりました。 

③管理の総括 

・耐震補強工事の休館を活用して、施設内天井、梁、空調機用冷媒保護管、照明の除塵作業を行い、

陶芸センター開館以来の懸案事項である蓄積した粘土粉末を含む埃を撤去することが出来まし

た。 

 ・空調機定期保守点検と定期清掃、防災用設備保守点検は耐震工事により年２回から１回の点検と

なりましたが、設備機能点検等を確実に行い、施設、設備、備品の適切な管理ができました。 

 ・施設内の劣化蛍光管の交換と、空調機ドレンポンプの委託交換、トイレ床劣化ワックスの除去、

中庭屋根波板の交換、貸室シンク収納棚の交換、排水枡及び側溝の泥の排出計量を行いました。 

④その他の総括 

 ・日報、月報、業務計画書、業務報告書の作成、業務評価、その他指定管理者業務について、適切

に対応し、また、横浜市との連絡調整を密にし、個人情報の保護など、円滑な業務遂行に努めま

した。 
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４ 業務の取組と達成状況 

※28 年度は工事による休館があったため、定量的指標については、休館期間を除外して記載。 

（１） 事業について 

ア 陶芸の普及と市民の作陶技術向上の支援について 

[取組内容] 

 

 

●体験型教室の開

催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●基礎教室の開催 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

定量的指標については、休館期間

を除外して記載。 

□一日体験教室を年６回開催

する。目標利用者数 96 人 

（当初目標：年 11 回、目標利用者

数 180 人） 

□一日電動ロクロ体験教室を

年間６回開催する。目標利用者

数 78 人 

（当初目標：年 10 回、目標利

用者数：130 人）  

□一日体験季節の焼き物講座

を年２回開催する。目標利用者

数 20 人 

（当初目標：年４回、目標利用

者数：40 人）  

□親子陶芸教室を年間 17 日開

催する。目標利用者数 650 人 

 

 

 

 

 

□陶芸祭期間中、手びねり体

験、ロクロ体験、楽焼の教室を

4日開催する。目標利用者数140

人 

 

□手びねり初級教室を年間２

回、16 日開催する。 

目標利用者数 266 人 

（当初目標：年間３回 24 日間

開催、目標利用者数：400 人） 

 

[実施内容] 

 

 

■一日体験の中に６回の手

びねり・絵付け体験講座実

施 

 

 

■６回の電動ロクロ講座実

施 

 

 

 

 

■２回の季節の焼き物講座

を実施         

 

■親子陶芸教室を 16 日間実

施 

 

 

 

 

 

■陶芸祭期間中 3講座を 4日

間実施 

 

 

 

□手びねり初級教室を実施 

 

 

 

 

 

[達成状況] 

 

 

●一日体験教室の開催 

□手びねり６回（134 人） 

□電動ﾛｸﾛ６回（79 人） 

□季節の焼き物講座２回

（27 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●親子陶芸教室の開催 

□開催回数 16 日間 

□利用者数 552 人 

８月 19 日（火）は各小学校

の終業式と同日だった為、

応募がなく、16 日間のみの

実施となりました。 

●陶芸際期間中に体験教室

を３講座開催 

□開催回数 ４回４日 

□利用者数 148 人 

 

●手びねり初級教室開催 

□開催回数 ２回 16 日 

□利用者数 168 人 
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●自律型教室の開

催 

 

 

 

 

 

 

 

●気軽に陶芸を体

験してもらう取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□手びねり中級教室を年間２

回、16 日開催する。 

目標利用者数 332 人 

（当初目標：年間３回 24 日間

開催、目標利用者数：500 人） 

□電動ロクロ初級教室を年間

２回、14 日開催する。 

目標利用者数 232 人 

（当初目標：年間３回 21 日間

開催、目標利用者数：350 人） 

□電動ロクロ中級教室を年間

１回、７日開催する。 

目標利用者数 116 人 

（当初目標：年間３回 21 日間

開催、目標利用者数：350 人） 

□自由作陶教室を年間220日開

催。目標利用者数 4,853 人 

（当初目標：年間 350 開催、目

標利用者数：7,700 人） 

□第 2 自由作陶教室を年間 29

日開催。目標利用者数 819 人 

（当初目標：年間 46 日開催、

目標利用者数：1,300 人） 

 

■初めての人でも気軽に陶芸体験

ができる教室を開講する。 

□１日体験ロクロ、手びねり、

絵付け、季節のやきもの教室を

開講する。 

□陶芸祭期間中予約無しでの

手びねり体験、ロクロ体験、楽

焼の教室を４日間開催  

■紙媒体や WEB からの発信 

 新聞・タウンニュース・市営バ

ス内の無料パンフレット等への掲

載や陶芸関連書籍、陶芸関連ＷＥ

Ｂへバナーをアップする。 

 

 

□手びねり中級教室を実施 

  

 

 

 

□電動ロクロ初級教室を実

施 

 

 

 

□電動ロクロ中級教室を実

施 

 

 

 

□自由作陶教室は 220 日間、

第２自由作陶教室は 29 日

間のみの開講、 

 

  

 

 

 

 

■１日体験ロクロ、手びね

り、絵付け、季節のやきもの

教室を開講。例年使用する釉

薬の種類を変えて開講しま

した。 

□陶芸祭期間中の予約なし

での体験講座を3教室実施し

た。 

■紙媒体や WEB からの発信 

 神奈川新聞、全国公募展ガ

イド、広報よこはま、ヨコ

ハマアートナビ、サンケイ

リビングＷｅｂ版、陶芸ネ

ットコム、横浜カレンダー 

 『陶釉』、陶芸ネットコム 

●手びねり中級教室開催 

□開催回数 ２回 16 日 

□利用者数 311 人 

 

 

●電動ロクロ初級教室の 

開催 

□開催回数 ２回 14 日 

□利用者数 303 人 

 

●電動ロクロ中級教室の 

開催 

□ 開 催 回 数 １ 回 7 日 

□利用者数 126 人 

 

●自由作陶教室の開催 

 □開催日数 220 日 

 □利用者数 4,553 人 

  

●第２自由作陶教室開催 

 □開催日数 29 日 

 □利用者数 785 人 

 

 

■実施 

新釉薬カフェブラウン釉を

使用し好評でした。 

 

 

●陶芸祭期間中の予約なし

での手びねり体験 

 □開催日数 4 日間 

■紙媒体や WEB からの発信

を実施した。紙媒体では広

報よこはま、Ｗｅｂ関係で

は、ホームページからの申

込みが多数を占めた。陶芸

関連Ｗｅｂサイトには、バ

ナーをアップした。 
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⑤次世代育成の取

組 

 

 

 

■外国人向けチラシ等の作成 

 一日体験・自由作陶教室・貸室

等在留外国人向けに英語版のチラ

シ・パンフレットを作成する。 

 

 

 

■障害者の方、ハンディキャップ

のある方の参加しやすい環境改修

の提案          

 ハンディキャップのある方が作

陶しやすいスペースを確保するた

めに、作陶台周辺や釉掛けスペー

スのレイアウト改善に向けて検討

する。 

■映像による紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤■小学校低学年を対象とした焼

き物に関する解説資料を親子陶芸

教室などで資料として配布し、次

世代の育成に取り組む。 

 

 

 

■手びねりや電動ロクロでの作陶

方法等を映像でわかりやすく紹介

する。 

 

 陶芸広場、シンリュウホー

ムページ 

■外国人向けチラシ等の作

成 

１日体験は３ヶ月ごとに年

４回、自律型教室は年間のチ

ラシをそれぞれ製作。英語版

注意書『作品は 後まで自分

で作りましょう』を作成 

■障害者の方、ハンディキャ

ップのある方の参加しやす

い環境改修の提案  

 車椅子の方の利用時には、

スペースを確保する等対応

した。      

 

 

■一日体験などの講座受講

者の方に、講座受講前にわか

りやすく作陶の流れを伝え

るために、作陶の様子の動画

を作成した。動画は施設内に

設置したテレビで放映する

ほか、ウェブサイトでも閲覧

できるようにした。 

 

⑤■小学校低学年を対象と

した焼き物に関する解説資

料の作成、配布。 

『作品が出来上がるまで』を

漢字にフリガナを入れ漫画

調に擬音入りのイラストで

表現し配布しました。 

■「映像による紹介」で作成

した動画を子どもたちの事

業でも活用した。 

 

 

■外国人向けチラシ等によ

り１日体験の受講者が増え

ましたが、英語版パンフレ

ットは検討継続課題とな

り、制作しませんでした。 

 

 

■バリアフリーに向けての

作陶環境の改善について検

討を行った。釉薬掛け後の

作品を置くスペースとし

て、身近で作業しやすい可

動式の二段式小型カートを

使用できるか検討中。   

 

■一日体験作陶ガイダンス

の映像化を行った。 

外国人、子供、作陶がまっ

たく初めての利用者に好評

でした。 

 

 

 

 

⑤■小学校低学年を対象と

した焼き物に関する解説資

料の作成、配布。 

センターに来館する子ども

をメインに、親子、希望者

に配布しました。 

 

■テレビ番組で放映してい

る短い作陶シーンよりもじ

っくり見られて解りやすい

という意見もあり、皆さん

集中してご覧になられてい

ました。 
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イ 市民の主体的な作陶活動の支援について 

[取組内容] 

①専門技能習得講

座として多くのテ

ー マ の 講 座 を 企

画・実施 

 

 

 

・電動ロクロ水挽き

徹底教室 

 

 

 

・絵付け教室 

 

 

 

 

・特定のやきもの教

室 

 

 

 

・還元焼成講座 

 

 

 

・大物焼成講座 

 

 

 

・楽焼焼成講座、サ

ヤ鉢焼成講座等 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

① 

 

 

 

 

 

 

□電動ロクロ水挽き徹底教室を

年間１回、４日開催する。 

 目標利用者数 45 人 

（当初目標：年間２回、4日開催、

目標利用者数 90 人）    

□絵付け教室を年間１回、３日開

催する。 

目標利用者数 30 人 

（当初目標：年間 2回、6日開催、

目標利用者数 60 人）    

□特定のやきもの作り教室を年

間２回、８日開催する。    

目標利用者数 240 人 

（当初目標：年間３回、12 日開催、

目標利用者数 360 人）  

□還元焼成講座を自由教室・賃室

利用者を対象に随時開催 

目標利用者数 400 人 

（当初目標：目標利用者数 800人） 

□大物焼成講座を自由教室・賃室

利用者を対象に定員限定で毎

月開催 目標利用者数 12 人 

（当初目標：目標利用者数 24 人） 

□上絵付け焼成、サヤ鉢焼成、楽

焼焼成など各種の焼成も特定

のやきもの講座や陶芸祭、別途

企画講座に於いて開催する。 

 

 

 

[実施内容] 

①専門技能習得教室は水挽

き徹底と絵付け教室が年間

各１回の開講、特定のやきも

の講座は年２回のみとなり

ました。 

□利用者数 181 人 

 （昨年度 235 人） 

 

酸化焼成の他大物焼成、楽

焼焼成、強還元のサヤ鉢焼

成、灯油窯の還元焼成を実施

しました。上絵・染付け講座

は耐震工事で中止になりま

した。         

招待作家講座は前期１回

のみの開講となりましたが、

人気作家故ルーシー・リーの

釉薬の調合と作陶技法の再

現による人気講座で多数の

応募（定員 24 人に対し応募

者 38 人）があり抽選となり

ました。          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成状況] 

① 

 

 

 

 

 

 

●電動ロクロ水挽き 

   徹底教室 

  □開催日数１回４日 

  □利用者数 58 人 

 

●絵付け教室の開催 

  □開催日数１回３日 

  □利用者数 32 人 

 

 

●特定の焼物作り開催 

□練り込み 43 人 

□備前ｻﾔ鉢焼成 48 人 

 

 

●還元焼成講座受講者  

利用者数 524 人 

（貸室 172 人、 

自由作陶教室 352 人） 

□大物焼成講座 12 人 

 

 

 

□上絵付け焼成、サヤ鉢焼

成、楽焼焼成などの焼成を

各種講座で開催 
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・招待作家講座 

・穴窯焼成講座 

 

 

 

 

 

 

 

②作品発表の機会

の提供 

 陶芸祭での作陶

展、ホームページ

で実施するネッ

ト特別賞、「全国

公募・横浜アマチ

ュア陶芸展」によ

る全国規模の作

品発表の場の提

供 

 

③新講座、実験的講

座の開講 

□招待作家講座（上級）を年１回

開催する。 

目標利用者数 24 人  

（当初目標：年２回、目標利用者

数 48 人） 

□穴窯焼成講座は隔年開催を基

本とし、29 年度開催に向け準備

を進める。 

 

②□利用者の作品発表の場とし

て、陶芸祭時に作陶展を年 1回

開催し、ホームページ上でのネ

ット特別賞発表や、隔年開催の

「全国公募・横浜アマチュア陶

芸展」入賞者の作品を陶芸祭で

展示、また、陶芸雑誌上で掲載

発表をする。 

 

 

 

 

③□一日体験教室の中に初心者

でも参加しやすい季節の焼き

物講座を年間２回開催する（再

掲） 

 ・ハローウィン（９月） 

 ・クリスマスオーナメント（11

月） 

 目標利用者数 20 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②毎年恒例の陶芸祭の催し

物として利用者の作陶展と

『全国公募横浜アマチュア

陶芸展』開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③当初計画していた来年の

干支作り（12 月）、雛人形作

り（２月）は、休館のため実

施せず。 

 

□招待作家講座  

講師 小山耕一氏  

 ルーシー・リーの技法  

 □利用者数 24 人 

 

 

 

 

 

②●利用者作品発表の場  

□作陶展出品者 84 人 

 対前年比 59％ 

 （昨年度 142 人） 

□横浜ｱﾏﾃｨﾕｱ陶芸展 

 応募人数 140 人 

 （対前回比 73％） 

 （前回 192 人） 

 作品数 175 点 

 （対前回比 70％）  

（前回 250 点） 

 

③□季節の焼き物講座２日

利用者数（27 人） 

他の季節のやきもの講座

や、次年度の受講希望者

が多数いらっしゃいまし

た。 

 

ウ 市内の公益的作陶活動に対する支援について 

[取組内容] 

①陶芸指導者対象

の研修講座の開

催 

 

 

 

[達成指標] 

①●□小中高校や養護学校の陶芸

担当指導者のための研修講座を

年 1回開催する。 

目標利用者数 20 人 

 

 

[実施内容] 

①今年度は、1 日の講座の開催

となりました。陶芸指導のアド

バイスや実技面での問題の解

決方法等、充実した講座となり

ました。 

 

[達成状況] 

①●指導者研修講座 

 □開催回数 １回１日 

 □利用者数 12 人  

 その他、養成講座のＤ

Ｍを年１回実施。講座紹

介なども併せて送付。 
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②公益的作陶活動

に対する情報提

供 や 相 談 対 応

等、陶芸知識の

発信による基地

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③出張教室・講座

等の対応等、陶

芸知識の発信に

よる基地化 

  

 

 

 

 

 

 

②■小中高校・福祉施設に対し研

修講座の案内のほか、作陶活動

に必要な情報や質問を聞き取

り、研修や電話相談等での陶芸

知識の発信に努める。 

□学童保育を中心に年１回ＤＭを

発送し、団体教室の案内のほか

陶芸センター紹介の情報を提供

し、陶芸活動の底辺拡大を図る。 

■学校をはじめ作陶活動を行って

いる団体、個人からの、陶芸技

術、窯業機械の取り扱い方、メ

ンテナンスの相談、および出張

教室等の要望があった場合は積

極的に対応し、陶芸知識の基地

化に努める。 

 

③■出張教室での対応の難しいケ

ース（作品の種類・重量・既存

の電気炉の有無・経費）は、陶

芸センターでの講座受入が可能

か判断し、積極的に対応する。 

□団体体験教室を年間５件 240 人

の目標利用者を目指す。 

（当初目標：目標件数年 10 件、目

標利用者数 400 人） 

 

②■電話による応対と直接セ

ンター来館による相談 

 

 

 

□学童保育に対し団体教室の

案内ＤＭを発送しました。 

 

 

■市内小学校、陶芸工房 

 個人陶芸家からの質問や相

談に対応しました。 

 

 

 

 

 

③学童クラブ、子ども会、保育

所、青年学級などの団体の利用

がありましたが、８月２２日の

台風接近の影響で２団体がキ

ャンセルされました。 

 

 

 

 

②■窯業機械 １件 

 道具の使用方法 １件 

 陶芸材料 ２件 

 陶芸技法 １件 

 バリアフリー １件 

□団体教室の DM、 

 □年１回の実施 

 

 

□石膏型について １件 

□ヒーター線について 

１件 

□電気炉の電源  １件 

 

 

 

 

●団体教室の開催 

 □開催回数 7 回 

 □利用者数 177 人 

 

 

エ 陶芸と市民及び来街者を結びつける場づくりについて 

[取組内容] 

①施設の象徴と

しての登り窯

の活用 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

①■登り窯を、柵外からのみの見

学用施設として活用し、構造・

使用方法の解説文など掲示を企

画する。 

■登り窯を施設の象徴的扱いと

し、印刷物等で施設紹介する際

には、登り窯の写真も掲載する。 

 

[実施内容] 

①見学用施設として活用する

他、公園利用者に対し、登り窯

の説明などをして陶芸に対す

る興味を喚起しました。 

動画による陶芸センター講座

ＤＶＤの中に映像で紹介し、ホ

ームペ－ジにアップしました。 

 

[達成状況] 

①広告媒体には登り窯を

含めた写真を掲載し、陶

芸施設としてのイメ－ジ

アップに役立たせまし

た。 

登り窯説明文掲示は次年

度以降に実施することと

しました。 
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②近隣地域と連

携した取組を

行うための企

画検討 

 

 

 

 

 

③陶芸祭で初め

て陶芸にふれ

る来場者のた

めの企画実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

④施設利用促進

の た め の 広

報・宣伝活動、

ホームページ

や紙媒体の制

作の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②■毎年開催される陶芸祭に本牧

市民公園・三渓園・近隣地域商

店会の出展など、陶芸祭の規模

を拡大し周知する為の企画を検

討する。 

 

 

 

 

③□陶芸祭での予約無しで出来る

「手びねり・電動ロクロ・下絵

付け・楽焼」体験の他、手びね

り抹茶茶碗による御点前、利用

者の展示作品の人気投票による

お楽しみ抽選会、陶芸作品の展

示即売会・バザ－など興味を喚

起する企画を実施する。 

 

 

 

 

④□講座スケジュールガイドを年

１回作成し、ＰＲボックスにて配

布するほか、広報ツールとして活

用する。（講座スケジュールガイド

作成 当初目標年２回） 

 

 

 

 

 

 

■すべての講座について募集チラ

シを作成、館内にて配布する。 

□陶芸祭チラシを年 1 回作成し、

ＰＲボックスでの配布、新聞折

り込み広告、ＤＭ等で活用する。 

 

 

②陶芸祭でセンター利用者の

陶芸展とアマチュア陶芸展入

選作品展を開催し、体験教室

や、三渓園や本牧市民公園との

の共催企画等を実施。三渓園と

の共催企画は、センタ－で抹茶

茶碗を作り、三渓園でお茶の御

点前をする恒例の講座を開講

しました。 

③陶芸祭来場者数は 4 日間で

1,729 名となりました。 

同時開催として『全国公募横浜

アマチュア陶芸展』入賞作品展

示会も開催。 

 

 

 

 

 

 

 

④□講座スケジュールガイド

を年１回作成、施設案内パンフ

レットは既存在庫を使用。 

ＰＲボックスへの配架は、Ｐ

Ｒボックスのチラシ回収ルー

ル取扱変更のため、費用対効果

を鑑み今年度、配架を取りや

め、根岸駅のみの配架としまし

たが、施設の利用促進のため、

計画通り広報、宣伝活動を行い

ました。 

■開講されるすべての講座に

ついての募集チラシ作成 

□陶芸祭チラシ作成し、新聞折

り込み広告を行いました。ＤＭ

でも活用しました。 

  

 

②陶芸祭の各種企画で、

陶芸に親しむ機会を提供

する事が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

③●陶芸祭関連講座（再

掲） 

 □開催回数各講座 4回 

 □手びねり体験講座 

 □利用者数 58 人 

 □電動ロクロ体験講座 

 □利用者数 50 人 

 □楽焼き体験講座 

 □利用者数 40 人 

 ○三渓園入場割引企画 

 □利用者数 46 人 

 

④□年間講座スケジュー

ルガイドを年1回作成。 

   

 □ＰＲボックスは根岸

駅にのみ配架 １回 

 

 

 

 

 

 

□陶芸祭チラシ作成 年

１回、 

□新聞折込広告の実施 

年１回 

□ＤＭの実施 年２回 

 学童、指導者研修 
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⑤一般見学者へ

の質問対応や

陶芸ライブラ

リー、映像等に

よる詳細な情

報、電話やホー

ムページ等を

通じての相談

等、情報発信 

■市の刊行物、フリーペーパー、

一般紙誌、新聞イベント情報、

陶芸誌等のメディアへの情報提

供、記事掲載を推進する。 

 

 

□ホームペ－ジ講座案内の年度切

り替えのほか、新着情報欄を月

1 回以上更新し、 新の情報を

案内する。 

 

 

 

 

 

 

⑤■利用者に支障のないよう「一

般見学者の団体」も受け入れ、

陶芸に関する質問に積極的に対

応し、映像・陶芸ライブラリー

による情報の発信を行う。 

 

 

 □電話やホームページで陶芸全

般に関するいろいろな質問に答

え対応する。  

■各種媒体に記事を掲載しま

した。 

 

 

 

 

□ホームページの新着情報 

欄の更新、耐震工事のお知ら

せ、陶芸祭・アマチュア陶芸祭

についての情報案内、陶芸作品

ギャラリーによる陶芸展出品

作品の写真掲載等、活用を図り

ホームペ－ジに陶芸センター

講座情報他の動画をアップし

ました。 

 

⑤利用者に支障のない範囲で

「一般見学者の団体」の受け入

れを行い、陶芸ライブラリーを

充実させ陶芸知識、情報の基地

化を進めました。 

 

 

□市内小学校より粘土粒子の

違いと可塑性、耐火度について

の質問に対応。 

■記事掲載実績 

「陶釉」、「陶芸ネットコ

ムｍ」、神奈川新聞「ｉバ

ザール」、サンケイリビン

グｗｅｂ版 

 

□新着情報の更新年16回 

■28 年陶芸ライブラリー 

の紹介 

■陶芸祭作品、全国公募 

展入選作品の掲載 

■耐震工事期間のおしら

せ 

■陶芸センター情報案内

動画のアップ 

 

⑤□陶芸ライブラリー貸

出利用者数 26 人、37 冊 

□図書の補充 26 冊 

図書は、貸出利用だけで

なく、作陶活動の参考に

するため、施設内で利用

者に閲覧されています。 

□一日平均閲覧者数 5人 

□大物制作用荒土を推奨 

 

 

オ 陶芸センターに関する情報提供及び広報・プロモーション  

[取組内容] 

①Webサイトによ

る施設案内 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

①■ホームページ以外にヨコハマ

アートナビや横浜カレンダーなど

の Web サイトに講座スケジュール

を載せてもらうほか、陶芸関係の

サイトにリンクを積極的に貼れる

よう調整する。 

■ホームページ上のギャラリーを

充実させ、陶芸祭人気作品、全国

公募展作品のほか、招待作家講座

[実施内容] 

①■ヨコハマアートナビや

横浜カレンダーなどのWebサ

イトに講座情報を掲載しま

した。 

作陶経験者の個人ブログか

らのリンク貼りの調整など 

■陶芸作品ギャラリーによ

る陶芸展出品作品の写真掲

載他、陶芸センター講座情報

[達成状況] 

①■陶芸センターの施設ウ

ェブサイト以外のサイト

に講座情報の掲載実施  

サンケイリビングＷｅｂ

版 

ヨコハマアートナビ 

横浜カレンダー 

■陶芸祭作品、全国公募 

展入選作品の掲載 
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②陶芸関係のサ

イト等を活用

した広報 

 

 

③陶芸センター

の知名度アッ

プ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外国の方向け

の情報発信方

法の検討 

の風景をアップする。 

 

 

②■陶芸ネットコムなど関連の

サイトのほか、無料の全国規模

の習い事サイトなどにも情報

を提供する。 

 

③■毎年開催する陶芸祭、隔年で

企画される「全国公募・横浜ア

マチュア陶芸フェスティバル」

を通して近隣地区及び全国的

に知名度を上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

■陶芸フェスティバルでの新規

の公募テーマを企画する。 

 

 

■公募展入選作品の陶芸関連誌

掲載や、メディア関係の取材・

撮影には積極的に対応する。 

 

④■日本に在留されていて、作陶

を希望される外国の方のため

に、一日体験や他の講座受付の

ための英語版のチラシや、パン

フレットを陶芸センターに常

に設置する。 

■作陶経験が多少ある方用に、英

語で受講できる自由作陶教室

をお知らせする。 

他の動画をアップしました。 

 

 

②知名度と集客率を高める

ために、習い事サイトに情報

提供を行いました。 

 

 

③■陶芸祭用のチラシ及び

ＤＭを 4万枚印刷配布し、

新聞折込広告の他記事掲

載のための広報活動をお

こないました。本牧根岸地

区連合町内会長様、大里

町、三之谷各町内会にチラ

シの掲示と回覧を依頼し

協力していただきました。 

□公募展では、全国から 175

点の応募がありました。 

 

■新規公募テーマを新たに

『生命力（いきもの）』を

テーマにしたやきもの部

門を開設 

■公募作品について、全国情

報誌『月間公募ガイド』 

『陶釉』掲載。 

 

④■英語版の１日体験チラ

シと貸室、自由作陶教室申

込案内他を作成、設置しま

した。 

 

 

■英語で受講できる自由作

陶教室のご案内を行いまし

た。 

□陶芸センター情報案内動

画のアップ 

 

②■習い事サイトに情報提

供 

陶芸ネットコム 

 マピオン、エキテン 

 じやらんｎｅｔ 

③本牧地区連合町内会に回

覧用・掲示用チラシ 310

部配布。 

陶芸祭関連記事は陶芸関

連専門誌『陶釉』、神奈川

新聞『ｉバザール』サン

ケイリビング web 版、広

報よこはま、ヨコハマア

ートナビオ、横浜カレン

ダーweb 版に掲載を依頼

しました。 

 

■実施 

 

 

 

■取材撮影 年 0回 

■公募作品、掲載 

 

 

④■１日体験講座・貸室・

自由作陶教室、作陶時の

注意事項を作成、設置。 

 

 

 

■実施 

英語対応可能な講師が担

当している、毎週木曜日（午

前・午後）を受講希望者に

推奨しました。 
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（２）運営について 

ア 作陶活動のための施設の提供について 

[取組内容] 

①適切な施設開

館及び施設の

貸し出し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②公園条例に基

づいた利用料

金の徴収  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③各種講座・新

規利用者・貸

室の利用率増

赤のための工

夫  

 

 

[達成指標] 

①□開館について 

開館日数 241 日 

（当初 356 日

予定。12 月 1

日から耐震補

強工事のた

め、121 日間

休館） 

開館時間 9 時～17 時 

 

□休館日 9 日（休館日：清掃・

空調機点検 2 日、電気点検 1 日、

年末年始 6日） 

□開館時間、休館日については、

館内掲示やホームページ等で周

知を図る。 

 

②□利用料金について 

 午 

前 

午 

後 

一日 

陶

芸

成

形

室 

500

円 

500

円 

1000

円 

□焼成料(酸化焼成)は、焼成す

る前の粘土 100ｇまでごとに

100 円    

 

③□貸室稼働率 100％  

 利用日数241日／開館日数 241

日 

（当初目標：利用日数 351 日/開館

日数 357 日） 

□貸室目標利用者数 3,100 人 

（当初目標 5,400 人） 

[実施内容] 

①241 日間開館しました。 

 耐震工事期間は 121 日間

(内、年末年始 6日含む)、

定期設備点検、電機点検 

で 3日間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②計画通り実行し、適切な料 

 金設定と徴収を行いまし 

 た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③耐震工事により利用日数

は減少しましたが、自由な

雰囲気の作陶機会と場の

提供を行いました。 

 

 

 

[達成状況] 

①□開館日数 241 日 

 □休館日  124 日 

 （耐震工事は 121 日間） 

 □館内掲示やホームペ 

  ジで周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②□陶芸成型室利用料金 

 午前 午後各５００円 

 一日 １０００円 

 □酸化焼成料 

 １００ｇごとに１００円 

 

 

 

 

 

 

 

③□利用料状況等について 

（稼動率は、日にち単位） 

 ・貸室 

  利用日数 241 日 

  開館日数 241 日 

  稼働率  100％ 

  延利用者数 3,651 人 
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④【！】休館期

間中の利用者

対応 

 

□貸室目標利用料収入（酸化焼

成料含む） 2,807,200 円 

（当初目標 4,200,000 円） 

 

④■次年度事業・講座等必要な情

報をホームページ等で利用者に

提供 

 

 

 

 

④休館中に次年度の講座開

始日程の案内他、適切な対応

を行いました。 

 □貸室利用料収入 

 （酸化焼成料含む） 

  2,949,700 円 

 

④■ウェブサイトに掲載。

12 月１日からは、電話対応

を実施。 

 

イ 利用者ニーズの把握及び利用者サービスの向上、アイデアノウハウの一層の活用 

[取組内容] 

①アンケートを

活用した利用

者サービス向

上と利用促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②利用者への配

慮 を し な が

ら、可能な限

り、施設見学

を受け入れ 

 

③施設スペース

の有効利用方

法等の検討 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

①□すべての講座の利用者に対し、

アンケートを実施し、満足度及び利

用者ニーズ等を把握し、今後の運営

に反映させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②■利用者に支障のないよう「一般

見学者の団体」も受け入れる。 

■穴窯焼成講座など離れた場所

での企画講座の団体見学も受け

入れる。 

 

③■講座教室内の釉薬保管スペー

スの中庭への移動による作陶台

の有効活用 

 

■釉掛けスペースの改善と移設の

検討 

 

 

[実施内容] 

①利用者アンケートによる 

 利用者の声や、講師、アド 

 バイザ－、助手からの報告 

 書等からの要望を把握し、 

 新規追加講座の開催、陶芸 

 ライブラリーの蔵書の補 

 充、陶芸祭の開催等、利用 

 者サ－ビス向上に取り組 

 みました。 

その他、利用者サービスの

向上のため、貸出用小道具

を配置し、必要な方に無償

で貸出提供をしました。 

 

②■利用者の妨げにならな

い様配慮し、積極的に対応 

しました。 

■穴窯焼成講座は 28 年度実

施しませんでした。 

 

③■釉薬保管スペースを講

座教室と作陶机下から中庭

収納ロッカーに移動しまし

た。 

■釉掛けスペースを中庭に

一部移動することで、施設内

の作陶スペースを生み出し

ました。 

[達成状況] 

①□すべての講座について

のアンケート調査実施 

（回収数、 557 通） 

 ・教室内容満足度 97％ 

（満足 86％やや満足 11％） 

 ・建物設備満足度 91％ 

（満足 75％やや満足 16％） 

 ・スタッフ満足度 97％ 

（満足 88％やや満足 9％） 

小道具の無料貸し出し

を実施しました。 

 

 

 

②■一般見学  1,972 人 

 （4/1～11/15 までの期

間） 

  

 

 

③■実施 

 

 

 

■スペース改善の実施 
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■旧プロパン庫及びスチール収納

庫の整理整頓による収納スペース

の確保 

 

 

■耐震補強工事に伴い、プロ

パン庫の整理、スチール小道

具収納庫の移動等レイアウ

トの検討を行い、利用しやす

い作陶スペースを確保しま

した。 

■レイアウト等の検討によ

る収納スペースの確保の

実施 

 

 

 ウ 組織的な施設運営について 

[取組内容] 

①適切な人材の配

置を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②適切かつ効果的

な勤務体制の確

立 

[達成指標] 

①□人材の配置について 

項目 人数 備考 

セ ン

タ ー

長 

１人 全体総括 

所長 １人 事 業 ・ 運

営・管理業

務 責 任 者 

個人情報管

理責任者兼

務 

社員 ２人 一部講師・

貸室アドバ

イザー兼務 

事 務

員 

３人 ローテーシ

ョン勤務 

講師 ９人 ローテーシ

ョン勤務 

貸 室

ア 

ド バ

イ ザ

ー 

６人 一部講師、

助手兼務、

ローテーシ

ョン勤務 

助手 １人  

 

②□勤務体制について 

 センター長は月 3 日その他随時

必要時、所長は週 3 日出勤。各

講座指導部門では、講師、貸室

アドバイザー、助手をローテー

[実施内容] 

①□退職者が２名ありました

が、計画通り実行し、適切な

人員配置と組織的な施設運

営を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②□通常の勤務体制を維持し

ていくことができました。  

[達成状況] 

①□次年度の新規スタッ

フの採用も年度内にま

とまりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②□職務分担に沿って、

適切な職務遂行を達成し

ました。 
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ション勤務とし、講座運営に支

障のないようにする。事務部門

では、毎日 2 人以上のローテー

ション勤務体制とする。  

職務分担表の作成、徹底により、

効率的な業務遂行を行う。 

 

エ 個人情報保護等、本市の重要施策を踏まえた取組 

[取組内容] 

①個人情報保護・

情報公開、人権

尊重、環境への

配慮、市内中小

企業優先発注等

の取組の実施 

[達成指標] 

①■法令、条例及び規則を遵守し、

利用者の個人情報の取り扱いを

適正に行い、事故のないように

努める。 

■マイナンバーの個人情報漏えい

防止の為、組織的・人的・物理

的・技術的安全管理処置を講じ

る 

■情報公開規程にのっとり、情報

開示請求等に対し、適切に対応

する。 

■人権の尊重について、職員に対

し人権に関する研修を年１回実

施する。 

■近隣対策の実行について、管

理・運営上の近隣への迷惑行為

には充分留意し、対策を講じる。 

■横浜市中小企業振興基本条例に

基づき、物品、修繕などの優先

発注に努める。 

[実施内容] 

①■計画通り、法令の遵守と 

 個人情報保護への取り組 

 みを行いました。 

  

■マイナンバーを本社総務

部での一括管理により、安全

管理処置を講じました。 

 

■情報開示請求等はありま

せんでした。 

 

■人権研修を実施しました。 

 

 

■近隣への配慮を行い、適

宜、本牧市民公園との連絡調

整を行いました。 

■可能な物品、修繕案件につ

いては、優先発注に努めまし

た。 

[達成状況] 

①■実施 

個人情報の保管 

施錠管理、研修 

パスワードでの情報管理 

■実施 

マイナンバーマニュアル

の研修 

本社での施錠管理 

■対応案件 ０件 

 

 

■年１回実施 

 

 

■実施 

 

 

■実施 

 

 

（３）施設管理について 

ア 施設及び設備の維持保全及び管理、公園管理  

[取組内容] 

①施設の安全・安

心・快適環境維

持と長寿命化対

応の実施  

 

[達成指標] 

①■毎日の清掃業務と年１回の定

期清掃を行う。（当初目標年２

回） 

 ■管理標準チェックリストによ

る記録と快適環境維持 

[実施内容] 

①■耐震補強工事のため、11

月までの毎日の清掃と定期

清掃は１回のみの実施とな

りました。安全かつ清潔な環

境を保てるよう日常清掃の

[達成状況] 

①■委託清掃業者による毎 

 日清掃と年 1回の定期清 

 掃、天井梁部分と照明器 

具の除塵実施 
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②保守点検、備品

管理、環境維持

の実施  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③公園の管理区域

内の環境維持、

公園管理者との

連絡調整  

 

 

 ■施設設備の日常点検と早めの

自前小破修繕による高額修繕費

支出の回避。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②□空調機器定期保守点検を年１

回行う。（当初目標年２回） 

□給排水設備点検を年 1回行う。 

□電気設備点検を随時行う。 

□消防設備点検を年１回行う。（当

初目標年２回） 

□窯業機器・機械の機能点検を毎

月、保守点検を年 1回実施する 

□粘土や釉薬を直接下水に流さ

ず、下洗い箱を設け一度沈殿さ

せたうえ、上水だけを流すよう

毎日の作業として徹底する。 

□排水溝、桝の掃除を年 2 回実施

し、汚泥量を引き続き記録する

とともに、適切に汚泥処理をす

る。 

 

 

 

③■建物周辺の美観維持のため、

草刈・屋根の松葉清掃・草刈等

適宣手入れをする。 

■本牧市民公園と、工事・修繕他

スタッフの意見を聞きなが

ら行いました。 

■空調設備、給排水設備、消

防設備、ガス設備等について 

毎日の使用の中で常に管理

を徹底することにより、設備

の適切な保守管理に勤めま

した。 

■施設の毎日の日常点検の

他、小規模な修繕や補修等、

適切な保守管理に努めまし

た。 

横浜市による耐震補強工

事、窯場一部天井の耐火塗装

が行われました。 

 

②□空調点検、消防設備点検

排水枡の汚泥の排出は年１

回となりました。排水関係で

は特に釉薬や汚泥のための

下洗い箱による沈殿作業を

徹底し、下水への流入防止に

努め、汚泥量を記録し適切に

汚泥処理をしました。 

横浜市によるエアーカーテ

ンの交換取付がありました。 

□電気窯、窯業機械類の毎月

の機能点検を行いました。窯

の定期保守点検は耐震工事

の為次年度に変更されまし

た。焼成管理表の作成により

適切な焼成管理を行い、また

横浜市により 25ｋｗと 15ｋ

ｗの電気炉が新たに導入設

置されました。 

③本牧市民公園と適宜調整

を行いました。 

 

■公園内車両通行許可証の

 

 

■空調、給排水、消防設備、

ガス等、設備の日常管理、

機能点検実施 

 

 

 

■毎日の日常点検 

年１回の施設簡易点検報

告。 

■小規模自前修繕の実施。

修繕実績は「（３）イ小破

修繕の着実な実行につい

て」に記載。 

 

②□空調機定期点検年 1回 

□消防設備の点検１回  

□排水溝、桝の清掃年 1

回 

□陶芸窯機能点検の毎月の

実施 

 □陶芸窯の年 1 回定期保

守点検は次年度に実施 

 □焼成管理表の作成 

□施設周りの草刈、屋根 

樋掃除を適宣実施 
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による車両の出入りの連絡調整

をする。 

申請と講座開催案内看板の

設置申請他 

 

イ 小破修繕の着実な実行について 

[取組内容] 

①小破修繕の取組 

[達成指標] 

①■毎日の見回り点検により、早

めの直営修繕にとりかかり、高

額修繕に至らない様、適切な維

持管理を行う。 

 ■修繕用交換部品をメーカーよ

り直接購入し自前修繕による工

賃・修理費のコスト削減を図る。 

[実施内容] 

①■施設の毎日の日常点検

により、早めの対応を行うこ

とで、小規模な修繕や補修

等、適切な保守管理に努めま

した。 

 

[達成状況] 

■小規模修繕の実施。 

【修繕実績】 

 ・館内ＬＥＤライトへの交

換 

 ・空調室内機ドレンポンプ

センサーの交換 

 ・トイレ温水便座交換 

 ・トイレ床ワックス酸化皮

膜の剥離除去作業・中庭

屋根波板・貸室シンク棚

交換 

 ・換気扇の交換 

【陶芸窯修繕実績】   

 ・常圧土練機の分解清掃 

 ・８ｋｗ電気炉ヒーター交

換 

 

ウ 事故予防及び緊急時の対応 

[取組内容] 

①事故防止体制・

防犯、緊急時の

対応・感染症対

策等衛生管理の

実施 

[達成指標] 

①□事故発生に備え緊急連絡網を

整備し、横浜市へ現場対応・状

況を報告する。AED の操作研修

を年２回行う。 

■陶芸センターの警備業務一覧

（巡回警備・非常事態発生時の

処置等）をスタッフ全員での共

通業務として認識し行動する。 

 ■日常の見回り点検や、スタッ

フ、利用者からの危険箇所の指

摘を事故防止体制に活かす。 

 ■感染症対策として液体消毒石

鹸とアルコール設置による除菌

対策をし、ノロウイルス対策と

して嘔吐物処理行程をマニュア

[実施内容] 

①緊急時対応マニュアルに 

 従って対応準備をしまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成状況] 

①□防災非難訓練時にＡＥ

Ｄの使用説明 

 □災害用伝言ﾀﾞｲﾔﾙを使っ

た訓練の実施。 

■実施 

 

 

 

■実施 

 

 

■実施 
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ル化し、スタッフ全員で共有す

る。 

 

■デング熱・ジカ熱の蚊対策とし

て水溜りの除去や、野鳥の死骸

発見時における保健所と横浜市

への通報・連絡を徹底する。 

■施設の保安警備業務は警備会社

に委託し、24 時間警備を行う。

（機械警備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画通りの、適切な保安警

備業務を実施しました。耐

震補強工事による休館に

あたって、業者との調整を

行いました。 

 

 

 

■実施 

 

 

 

■委託警備業者による、24

時間警備の実施 

 

エ 防災に対する取組 

[取組内容] 

①日常の取組、危

機管理マニュアル

の整備、防火・防

災の取組、災害備

蓄等の実施 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

①■防災に備え緊急連絡網を常備

し、緊急時は横浜市へ現場対

応・状況を報告する。 

 □スタッフ、利用者も含めた防

災避難訓練を年２回実施する。 

■陶芸窯の焼成について、スタッ

フの安全教育、防火管理を徹底

する。 

□防災用品を準備、備蓄し期限切

れ食品等を年２回更新する。 

[実施内容] 

①計画通り、防災等への適切

な対応ができました。非難訓

練では、利用者の方にも協力

してもらい、該当曜日全員参

加で行い、ＡＥＤの取り扱い

説明会も行われました。 

 

 

□飲料水と固形糖類を１回

更新 

□防寒用断熱シートと医療

包帯セットを追加購入、バッ

テリーを１回更新 

[達成状況] 

①□非難訓練を年 2回実施 

 （９月、３月） 

・防災マニュアル、緊急 連 

 絡網の確認、徹底 

■陶芸窯焼成の安全マニュ

アル教育、防火管理の徹底、

１年間無事故達成 

■緊急防災持出セット設置

□飲料水、固形食品の備蓄

更新年１回 

□防災用品の追加と更新 

年１回 

 

 

オ その他管理に関する事項  

[取組内容] 

①廃棄物の抑制と

適正な処理 

 

 

 

 

 

 

 

[実施内容] 

①■使用済みの粘土や釉薬

は、出来る限り再生し、産業

廃棄物を押さえる努力をし

ました。 

■ 終的に再生できないも

のは、産業廃棄物として、横

浜市のルート回収で適正に

[達成状況] 

②■粘土釉薬の再生のため 

  分別回収を毎日徹底 

 ■産業廃棄物の毎月管理 

  ルート回収による適正 

  な廃棄   
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廃棄処理し、管理状況を毎月

欠かさずチエックしました。 

 

 

（４）収支について 

  ア 適切な収支構造及び収支バランス 

[取組内容] 

①適切な収支構造

及び収支バランス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

①■収益の改善と固定経費の改

善努力 

 ■陶芸材料の在庫管理と計画

仕入れの努力 

 ■突然の高額修繕に備えた、日

常点検による劣化箇所の把握 

 ■利用増加が見込まれる新規

講座の企画 

 ■四半期表による収支の予測 

[実施内容] 

①計画通り経費削減に努め

ました。光熱水費の削減にも

取り組みました。 

全体として、耐震工事の休館

の影響により事業費・事務費

共に減少となりました。 

 

 

[達成状況] 

①□事業費実績 14,137 千 

円 （対当初予算比 75％） 

 □事務費実績 6,205 千円 

 （対当初予算比 93％） 

■電力、水、ガスの使用量 

 実績について毎月記録分

析 

■耐震工事期間中休館だっ

たため使用料が減少。 

■年間電気使用量 

 5,479Ｋｗ 

   (対前年比 65％) 

■小破修繕の実施（再掲） 

【修繕実績】 

・館内ＬＥＤライトへの交

換 

・空調室内機ドレンポンプ

センサーの交換 

・トイレ温水便座交換 

・トイレ床ワックス酸化皮

膜の剥離除去作業・中庭屋

根波板・貸室シンク棚交換 

・換気扇の交換 

【陶芸窯修繕実績】   

 ・常圧土練機の分解清掃 

 ・8ｋｗ電気炉ヒーター交

換      
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イ 指定管理料のみに依存しない収支構造の検討について 

[取組内容] 

①指定管理料のみ

に依存しない収入

確保の検討 

[達成指標] 

①■自主事業の受講者を効率的

に獲得し受講率を高めること

により、事業収入の増収を図

る。 

 

■上級講座を企画検討し、利用

料増収を図る。 

 

 

■陶芸センター独自グッズの開

発、販売に向けて、実現の可

能性を探る。 

 

■仕入価格値上がりに伴い、粘

土１Ｋｇあたりの利用者販売

価格の見直しを検討する 

 

 

[実施内容] 

①■季節の飾り物講座では、

クリスマス ランプシェード

の製作、上級講座の招待作家

講座では人気女流陶芸作家故

ルーシー・リーの技法を作家

の小山耕一氏に再現していた

だき受講率の高い講座を開講

できました。 

 

■独自グッズは売り場や販売

経路、製作コストの問題があ

り、次年度以降の課題となり

ました。 

■粘土の販売価格の見直しは

行いませんでしたが、サンド

ペーパーを無料から有料に変

更。 

  

[達成状況] 

①■４か月の休館により、

予算に対して、事業集入

増となりませんでした。 

事業収入実績13,471千円

（対当初予算比 72％） 

■招待作家講座 

 ルーシー・リーの技法 

 講師 小山耕一氏 

 24 名受講（抽選） 

  

 

 

 

■諸経費を抑制、利用者の

利便性を考慮し他の材料

等は価格維持に努めまし

た。 

    

 

ウ 経費削減及び効率的運営努力について  

[取組内容] 

①経費削減等効果

的運営の取組 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

①■消耗品、事務用品の節約によ

る事務経費の削減に努める。利用

者からの寄贈による古新聞・古布

等を再利用する。 

■陶芸材料の輸送コスト削減の

為、販売元から直接引き取り搬入

し、輸送コストの削減を図る。 

■教室運営にかかわる補助的作

業や修繕について、出来る範囲の

ものは職員の自前作業により、経

費抑制を図る。 

 

 

[実施内容] 

①■効率の良いローテーシ

ョンによる人件費削減と消

耗品、事務用品の節約による

事務経費の削減に努めまし

た。利用者からの寄贈による

古新聞・古布等を再利用し、

新品の蛍光管を寄贈してい

ただきました。 

■液化燃料を配達から直接

買い入れることによる経費

の削減。 

■職員の自前作業により、経

費抑制を図りました。 

 

[達成状況] 

①経費削減は前述のとお

り。      
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（５）ＰＤＣＡサイクルの確実な運用  

ア 日報及び月報の作成・管理について 

[取組内容] 

①日報、月報の作成

と管理 

[達成指標] 

①■日報、月報を作成・管理する。 

■日常業務の中でＰＤＣＡサ

イクルを推進することにより、

短いサイクルでの早い対応が

できるよう、努力する。 

[実施内容] 

①■計画通り、日報、月報の 

 作成と管理を行い、PDCA 

 サイクルの推進により素

早い対応をこころがけま

した。 

[達成状況] 

①■日報、月報の作成官理 

 ■センター利用者のアン

ケートの集計による対

応。 

 

 

イ 業務計画書及び業務報告書の作成・管理について 

[取組内容] 

①業務計画書、業務

報告書の作成と

管理 

[達成指標] 

①■業務計画書及び業務報告書

について、定められた様式に

沿って作成、管理を行う。 

[実施内容] 

①■計画通り、業務計画書、

業務報告書、の作成と管理

を行いました。 

[達成状況] 

①■業務計画書、業務報告

書の作成と管理 

 

ウ－１ 業務評価（モニタリングの実施）について 

[取組内容] 

①モニタリングの

実施による業務

評価 

[達成指標] 

①■モニタリングにおいて、利用

状況、施設管理状況、問い合わ

せ・苦情等、毎月の管理運営状

況について報告する。 

[実施内容] 

①■計画通り、モニタリング

の実施による業務評価を行

いました。         

[達成状況] 

①■利用状況、施設管理状況 

 問い合わせ・苦情等、毎月

の管理運営状況を報告 

 

 

ウ－２ 業務評価（自己評価の実施）について 

[取組内容] 

①自己評価の実施

による業務評価 

[達成指標] 

①■業務実績及び利用者の満足度

や意見を基に、自己評価を行い、

以降の業務改善につながるよう

努める。 

[実施内容] 

①■計画通り、自己評価の実

施による業務評価を行いま 

した。 

 

[達成状況] 

①■業務実績及び利用者の

満足度や意見を基に、自己

評価を実施 

 

 

ウ－３ 業務評価（第三者による評価の実施）について 

[取組内容] 

①第 3 者評価の実

施による業務評

価 

[達成指標] 

①■業務評価にあたり、外部評価

委員会による第三者評価が実施

される場合は、横浜市の指示に

従い対処する。 

[実施内容] 

①■28 年度内に、第三者評

価の実施は、ありませんで

した。 

[達成状況] 

①■28 年度は実施なし 
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（６）その他について 

ア 保険及び損害賠償の取り扱いについて 

[取組内容] 

①保険の加入と損

害賠償への対応 

[達成指標] 

①■賠償責任保険、動産総合保険、

レジャー・サービス費用保険に

加入し、契約書および保険証書

の写しを市に提出する。 

[実施内容] 

①■計画通り、保険の加入に

より損害賠償への備えを整 

えました。 

[達成状況] 

①■賠償責任保険、動産総合

保険、レジャー・サービス

費用保険に加入。 

 

イ 関係法令の遵守 

[取組内容] 

①法令の遵守と個

人情報保護への

取組 

②マイナンバー制

度への取組 

[達成指標] 

①■法令、条例及び規則を遵守し、

利用者の個人情報の取り扱いを

適正に行い、事故のないように

努める。 

②■マイナンバーの個人情報漏え

い防止の為、組織的・人的・物

理的・技術的安全管理処置を講

じる 

[実施内容] 

①■計画通り、法令の遵守と 

 個人情報保護への取り組 

 みを行いました。 

[達成状況] 

①■法令、条例及び規則の遵

守 利用者の個人情報の

適正な取り扱い 

 

ウ 市及び関係機関等との連絡調整について 

[取組内容] 

①市及び関係機関

との連絡調整 

[達成指標] 

①■月次モニタリングにて業務の

報告、確認を行うが、重要な案

件、緊急な案件については、随

時市に報告・協議し、円滑な業

務遂行を目指す。 

[実施内容] 

①■計画通り、市及び関係機

関との連絡調整を行いまし 

 た。 

[達成状況] 

①■月次モニタリングでの

業務の報告、確認の他、随

時市に報告、協議し、円滑

な業務遂行 

 

エ その他   

[取組内容] 

①情報公開への積

極的取組 

[達成指標] 

①■情報公開規程にのっとり、情

報開示請求等に対し、適切に対

応する。 

■業務計画書、業務報告書をは

じめ、施設運営情報等をホーム

ページで公開していく。 

[実施内容] 

①■情報公開への積極的な

取り組みを行いました。 

[達成状況] 

①■施設運営情報のネッ

トでの公開 

 



収⼊の部 （税込、単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

18,636,000 3,553,749 22,189,749 22,189,749 0 横浜市より/変更指定管理料含む

4,200,000 4,200,000 2,949,700 1,250,300 貸室利用料・貸室焼成費

0 0

18,750,000 18,750,000 13,471,125 5,278,875 自主事業講座料・自主事業焼成費、教室・貸室粘土代

650,000 0 650,000 1,337,584  687,584

印刷代 4,000 4,000 1,330 2,670 コピ－代金

⾃動販売機⼿数料 136,000 136,000 118,609 17,391 自動販売機売上手数料

駐⾞場利⽤料収⼊ 0 0

その他 510,000 510,000 1,217,645  707,645 陶芸祭売上・作品出品料・受取利息・陶芸材料売上・ﾙｰﾄ回集古紙収入・雑
入入

42,236,000 3,553,749 45,789,749 39,948,158 5,841,591

⽀出の部
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,820,000 0 11,820,000 12,951,019  1,131,019

10,170,000 10,170,000 11,074,579  904,579 社員2名・嘱託社員2名・パ－ト2名・

930,000 930,000 1,136,085  206,085 社会保険・雇用保険

700,000 700,000 565,890 134,110 通勤費

20,000 20,000 174,465  154,465 健康診断費（協会健保）・福利厚生

0 0 0

0 0 0

3,614,640 0 3,614,640 3,374,544 240,096

30,000 30,000 27,130 2,870 交通費

200,000 200,000 386,743  186,743 ｶﾞﾑﾃ-ﾌﾟ・紙やすり・ﾗﾐﾈ-ﾄﾌｲﾙﾑ・ﾎﾟﾘ袋・ﾚｼﾞﾛ-ﾙ・鉛筆・ﾌｧｸｽ用紙他・

50,000 50,000 1,940 48,060 会議賄費他

860,000 860,000 1,712,664  852,664 講座ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・ﾁﾗｼ・案内ﾊｶﾞｷ・広告宣伝費

500,000 500,000 348,928 151,072 電話料金・ﾒ-ﾙ便・郵便料金・切手・ﾊｶﾞｷ代金・ＤＭ送料

500,330 0 500,330 343,211 157,119

横浜市への⽀払分 170,000 170,000 148,284 21,716 ごみゼロル－ト回収費・目的外使用料（自動販売機・小道具ｼｮ-ｹ-ｽ）

その他 330,330 330,330 194,927 135,403 コピ-機リモ-ト保守管理費

500,000 500,000 100,000 400,000 収納ロッカ－・温度計・壁掛け時計・ﾊﾟｿｺﾝ部品・換気扇・釉薬掛ブー
ス70,000 70,000 69,969 31 新聞購読料・陶芸ライブラリ－用陶芸図書購入費

14,310 14,310 14,390  80 施設管理者賠償責任保健・動産総合保険・レジャ－サ－ビス費用保
健20,000 20,000 0 20,000 各種法令ﾃｷｽﾄ代・陶芸教材用ﾃｷｽﾄ代

50,000 50,000 47,088 2,912 銀行支払い振り込み手数料

600,000 600,000 322,481 277,519 電動ロクロ・小型電機窯・コピ－機・印刷機リース料

220,000 220,000 220,000 ﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞﾄﾞﾒｲﾝ管理・ｻ-ﾊﾞ-使用料・会計ｿﾌﾄｻﾎﾟ-ﾄ料

0 0 0

18,750,000 0 18,750,000 14,137,755 4,612,245

16,211,000 16,211,000 12,620,915 3,590,085 講師・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ-・助手業務委託費支払及び交通費

2,539,000 2,539,000 1,516,840 1,022,160 陶芸材料仕⼊れ
5,051,110 0 5,051,110 3,618,601 1,432,509

1,980,000 0 1,980,000 1,259,299 720,701

電気料⾦ 1,100,000 1,100,000 809,369 290,631 三相・200Ｖ、単相・100Ｖ電気料金

ガス料⾦・灯油料⾦ 380,000 380,000 183,266 196,734 ﾌﾟﾛﾊﾟﾝガス・灯油窯用灯油代金

⽔道料⾦ 500,000 500,000 266,664 233,336 上下水道料金

2,100,000 2,100,000 1,303,047 796,953 日常清掃（毎日）・定期清掃（年1回）

180,000 180,000 569,164  389,164 蛍光灯・貸室収納ｼﾝｸ・屋根波板交換・温水便座交換・電気配線他

390,000 390,000 289,656 100,344 開館時以外常時機械警備（220日）

401,110 0 401,110 197,435 203,675

空調衛⽣設備保守 210,000 210,000 102,060 107,940 定期保守点検（年1回）

消防設備保守 87,000 87,000 39,960 47,040 消火器更新・消防設備点検（年1回）

電気設備保守 102,600 102,600 0 102,600 電気炉・灯油窯他保守点検（年１回）電気設備取付・保守

害⾍駆除清掃保守 1,510 1,510 43,200  41,690 シロアリ駆除・スズメ蜂・蚊用殺虫剤・蚊取り線香

駐⾞場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 0 0 12,215  12,215 松葉清掃及び排水汚泥収納廃棄用袋・プロパンガス設備点検

0 0 0 0

2,500,250 0 2,500,250 2,112,710 387,540

0 0 0

2,500,000 2,500,000 2,112,700 387,300 消費税

0 0

250 250 10 240 受取利息からの納税分（国税・地方税・復興税）

500,000 0 500,000 718,441  218,441

0 0 100,000  100,000 本社労務管理等経費

500,000 500,000 618,441  118,441 講師・審査員謝礼・陶芸祭用各種備品他・事務用品費・雑費

0 0

42,236,000 0 42,236,000 36,913,070 5,322,930

0 3,553,749 3,553,749 3,035,088 518,661

ニーズ対応費
⽀出合計

差引

その他（     ）
事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）
本部分
当該施設分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
公租公課

設備保全費
機械警備費

清掃費
修繕費

陶芸材料仕⼊れ
管理費
光熱⽔費

事業費
⾃主事業費

地域協⼒費

リース料
振込⼿数料

⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

備品購⼊費
図書購⼊費

通信費
使⽤料及び賃借料

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

事務費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料
通勤⼿当
健康診断費・福利厚⽣

⼈件費
給与・賃⾦

収⼊合計

科⽬

⾃主事業収⼊
雑⼊

利⽤料⾦収⼊
⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）収⼊

平成28年度 「横浜市陶芸センタ－」 収⽀予算書及び報告書

科⽬

指定管理料



Ｎo 事業タイトル
主催
共催

会場 事業内容

実施時期
（※「取り消し

線」：工事実施決定
後、開催できなかっ

た講座）

当初入場
見込み

入場
目標

（※工事実
施決定後の

数値）

入場者数

4月17,24日

5月15,22日

6月12,19日

7月3,10日

9月10,17,24日

10月8,22日

11月12, 19,26日

 12月11,18,25日

 1月

 2月11,18,25日

 3月11.18.25日

5月3.4,5,日

7月
18.19,20,21,
22,24,25,26,27
,28,30.31日
8月1,2日

3
陶芸祭手びねり
体験教室

主催
講座用教
室及び貸
室

陶芸祭期間中開催。どな
たでも参加可能。
年間1回、4日開催

11月3～6日 50人 50人

4
陶芸祭ロクロ体
験教室

主催
講座用教
室及び貸
室

陶芸祭期間中開催。小学
生高学年以上対象。
年間1回、4日開催

11月3～6日 50人 50人

5 陶芸祭楽焼 主催 前庭
素焼作品に色を塗り、1時
間程度で焼成。
年間1回、4日開催

11月3～6日 40人 40人

4月1日～5月27
日(8日間)

6月2日～8月4日
(8日間)

 11月11日～1月
 13日(8日間)

6月3日～8月5日
(8日間)

9月1日～10月27
日(8日間)

 1月20日～3月17
 日(8日間)

4月2日～5月21
日(7日間)

9月5日～10月24
日(7日間)

 12月7日～1月25
 日(7日間)

5月28日～7月16
日(7日間)

 10月31日～12月
 19日(7日間)

 2月1日～3月22
 日(7日間)

116人

148人

手びねり
96人

季節の焼
物
20人

電動ﾛｸﾛ
78人

650人
(350人)

266人

332人

232人

552人

168人

311人

303人

126人

電動ロクロ初級
教室

主催
講座用教
室

初心者から土練りができ
る方対象。粘土引き上げ
を習得し、基本的な筒状
のものを制作。
年間3回、21日開催

350人

【別紙】平成28年度自主事業一覧

9
電動ロクロ中級
教室

主催
講座用教
室

簡単なロクロ引きができ
る方対象。袋物、蓋物等
より高度なロクロ技術を
学ぶ。
年間3回、21日開催

350人

8

初めて陶芸を楽しむ方の
ための教室。当日飛び込
みの参加にも対応。
□手びねり年11回11日開
催
□季節の飾り物
年４回４日間開催
□電動ﾛｸﾛ年10回10日間開
催

初心者対象。基本的技術
を学び、成形の楽しさを
体験する。
年間3回、24日開催

400人

7
手びねり中級教
室

主催
講座用教
室

陶芸経験者対象。蓋物、
注ぎ口のあるものなどの
制作や装飾技法を学ぶ。
年間3回、24日開催

1　陶芸の普及と市民の作陶技術向上の支援

2 親子陶芸教室 主催
講座用教
室

親子で一緒に作陶し、手
びねりによる器をそれぞ
れ1個制作。
年間17回、17日開催

1

一日体験教室
□手びねり.絵付
□季節の飾り物
□電動ろくろ

主催
講座用教
室

650人
(350人)

6
手びねり初級教
室

主催
講座用教
室

手びねり
180人

季節の焼
物
40人

電動ﾛｸﾛ
130人

手びねり
134人

季節の焼
物
27人

電動ﾛｸﾛ
79人

500人



5月9日～5月30
日(4日間)

 3月9日～3月30
 日(4日間)

6月22日～7月13
日(3日間)

 2月13日～3月6
 日(3日間)

4月14日～5月12
日(4日間)

9月14日～10月
12日(4日間)

 2月19日～3月19
 日(4日間)

4
招待作家特別講
座

主催
講座用教
室

特殊な技法や講義等、普
段習う事の出来ない講座

6月15日（水）
 10月20日（木）

48人 24人 24人

5 還元焼成講座 主催 ＿

貸室や自由作陶教室で制
作した作品の還元焼成知
識習得と還元焼成体験。
随時開催

随時 800人 400人 524人

6 大物焼成講座 主催 ＿

貸室や自由作陶教室で制
作した大物作品を、限定
定員毎月2名で焼成。
随時開催

毎月2回 24人 12人 12人

1
陶芸指導者研修
講座

主催
講座用教
室

学校や福祉施設などの陶
芸指導者の方を支援する
ための陶芸基礎講座。
年間1回、1日開催

8月10日 20人 20人 12人

2 団体教室 主催
講座用教
室

各団体の要望に応じ個別
教室を設定して、陶芸に
親しんでもらう教室。
随時開催

随時 485人 240人 177人

4,853人

819人

45人

30人

240人

785人

58人

32人

91人

4,553人

4月5日～3月28
日
※11月15日まで
とする。

講座用教
室

講座内容は自由作陶教室
と同じ。講座用教室を利
用し、火曜日のみ開催。
年間46日開催

10 自由作陶教室 主催
自由作陶
教室

決められたカリキュラム
はなく、講師の指導を受
けながら、自分のペース
で作陶が楽しめる。1週1
回半日単位で12回のコー
ス。
年間350日開催

7,700人

4月1日～3月31
日
※11月15日まで
とする。

2　市民の主体的な作陶活動の支援

1
電動ロクロ水挽
き徹底教室

主催
講座用教
室

基本的な形の水挽きから
より高度な技術まで、各
自のレベルに沿って徹底
的に練習するコース。
年間2回、8日開催

90人

11

2 絵付け教室 主催
講座用教
室

絵付けの入門コース。上
絵付け、下絵付けなどそ
れぞれテーマを決めて開
催。
年間2回、6日開催

1,300人第2自由作陶教室 主催

3　市内の公益的作陶活動に対する支援

60人

3
特定のやきもの
作り教室

主催
講座用教
室

土鍋、備前焼、サヤ鉢焼
成、楽焼などそれぞれ特
定のやきもののテーマを
決め開催。
年間3回、12日開催

360人
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